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fahren nach Whiteheadschen Methode(Kirschner) 
を行い，術後6ヵ月以降p 排便調節が自由に可能とな
り，満足すべき紅門機能の快復をみた 1例を報告し
た
＊術式は直腸切断後に殆んど死~を残さず，創の治
癒期聞が短いと云う利点もあるのでP ポリポージスP
慢性炎症性鹿疹又は直腸娠にでも初期で高位に位置す
る症例等，適応を選んで実施する限りp 甚だ推賞すべ
き方法と考えるものである．
(8) 珍らしい気管憩室の手術経験例
新三菱京都病院可知守孝牧文彦
小桧幹雄由本イ申
55才の男子に於て，右上薬の結核性空洞と診断して
関胸したところP 右上部縦隔に存在した気管懲室と見
イ放されるべきもので，同時に気腫性肺褒胞を合併して
いた症例を経験した．
切除した憩室は鶏卵大で概ね球状を呈し，内陸には
殆んど内容がなし鉛筆大の交通孔をもって気管分岐
部よりやh上方の右気管側壁に関口していた．病理組
織所見ではp 内陸面は全て頗毛を有する多層円佐上皮
で被われ，粘膜下層では慢性炎症像を示しP 腺構造，
軟骨は見られなかった．
本症例は稀に見られると云う気管と交通を有する縦
隔気管支性嚢腫をも全くは否定出来ない点もあるがp
何れにしてもその手術例は本邦文献上には殆んど見ら
れない珍らしい症例である．
19) 腸管静脈血栓性静脈炎を主訴とせる
Seminomのl例
外科I 小沢和恵
皐丸の腫疹には特に気付かずp 右下肢に浮腫性腫脹
をきたL，血栓性静脈炎の診断で治療をうけているう
ちにp 全身のリンパ腺腫脹に気付，頚部リンパ腺の試
験切除標本に依ってゼミノ←ムと診断された．その経
過中女性乳房症をきたしP 尿の Friedman反応は強
陽性であった．治療としてナイトロミ ン，レ線照射を
使用したがp 病勢悪化を阻止することが出来ずp 発病
後2ヵ月遂に鬼符に入った．
本症例で特に興味をあたえるのは転移巣がゼミノー
ムの像を呈しながら Friedman反応陽性p 女性乳房
症を呈した事であり，この事はもし剖検し得たなら皐
丸にはゼミノーム成分の外に繊毛上皮腫の成分が実証
し得たかも知れないと述べ，又転移によって血栓性静
脈炎を起しp 下肢に浮腫様腫脹をきたすことは，稀で
ない事を報告した．
回胃肉腫の l伊j
外科I 土屋涼一福田治彦
1.菩々は最近胃平滑筋肉腫の 1例を経験したので報
告する．
2.症例44才女子，左季肋部の無痛性E霊感を主訴と
し，入院2/J月半前に左季肋部の鶏卵大無痛性腫癒に
気付く．恒吐血尿p 黄痘なし．
3.腹部透視で胃大轡側にニッシェ様変化を認め，気
腎によれば左腎陰影は小．お将世性腎孟造影で左腎孟は
造影されない．勝脱鏡検査で左尿管口は閉塞する．
4.手術所見：麗癒は腹腔内のものでF 胃牌横行結腸
で図まれp 腫癒の後部で豚尾は扇平となる．胃の1部
牌豚尾p 左腎を刻出す．術後16日で全治退院す．
5.病理組織学的所見：胃潰蕩部腫癌壁共に平滑筋肉
腫で腫癒の原発告書官は宵である，目専は牌萎縮像を呈
し，腎は結核の疑である．
凶乳房美容成形後の再手術2例
外科2 久山健辻秀吉是佐藤照夫
乳房成形のため異物を注入p 埋没して2年目に， 局
所の異常硬結を来し，再手術を希望して来院した2例
を手術しP その手術所見，刻出標本並びに組結惇的所
見を報告しp 異物補撲による乳房成形の陸路に論及し
た．
間直腸肉腫を疑わせた未分化直腸癌の
l例
外E 恒川謙吾石丸久生
直腸肉腫と極めて類似の臨床所見及び組織所見を呈
した未分化直腸癌の1例を報告した．
患者は35才の女子p 』工門出血を主訴として入院し
た直腸麗癖は小骨盤腔全体を充し，其のどの部分も
柔軟であった．直腸腔面は広範囲の潰蕩を形成し壊死
出血が著明であった．
この様に肉腫を思わせる局所々見と共に術前2回に
亘る試験切片の粧l総学的所見も亦肉腫を疑わせる組織
像を呈した．即ち種主義細胞は不統ーに散在しP 蜂寓状
構造或いは腺腔形成は全く認められなかった．然し其
の後，刻出標本について Haematoxylin-Eosin染色
及ぴ塗銀染色を行いp 詳細に検討したところ単純癌で
ある事が判明した．
患者は比駿的若年者であり， 著明な局所の病変と共
に組織学的にも高度の惑性像を呈しながら術後の経過
は極めて良好で80病日現在何処にも再発，転移の徴候
を認めていない．
闘脊椎より発生したと思われる骨髄性
細網肉腫の l例について
玉造整形林 瑞庭
最近私は55才の男子で頑固な腰痛のため歩行困難を
来した患者に対しP レ線所見で第3腰椎椎体及び椎弓
疎突起の一部に侵蝕破壊像が見られp ミェログラムで
は第2腰椎椎体下縁で沃度泊の停留を認めたのでp 脊
椎に発生した悪性腫蕩と判断し，疹痛除去の目的で椎
弓切除及び硬膜を圧迫している腫凄組織を除去し約
3ヵ月間腰痛を消失せしめ得た．手術所見，臨床的所
見p組織的所見から脊椎より発生した骨能性細網肉腫
と判定致しました．患者は術後3ヵ月固に肩府骨烏啄
突起，頭蓋頗頂部に転位が認められp 腰痛も徐々に増
強して来ているがp 現在尚経過観察中である．
凶急性化膿性脊椎炎の l例
整形芳村勝夫大橋健治
化酸性脊椎炎は1879年 Lanne』longueの第1例報
告以来比較的稀な筑患とされるが診断の困難なるこ
とP 時に重篤なる合併症を発すること等により注目さ
1297 
れかなりの報告例がある．我々も最近腰椎の化膿性脊
椎炎の 1例を経験したので報告した．患者は15才の男
子で激しい腰痛と40。Cの高熱を主訴として入院，検査
の結果腰椎附近に般疹の存在地1疑がわれたので切開を
加えp 第3腰J栓車車突起より椎弓に及ぶ骨の壊死化と周
囲膿蕩を見いだし擢息椎弓切除ならびにおド肢を行なっ
た．膿汗よりはブドウ状球菌が証明きれ3 之による急
性化酸性脊椎炎なることが判明した．術後，発熱漸次
下降すると共に腰痛も消失し，全治退院した．
(15) マンソン孤虫寄生による膝関節拘縮
の1例
整形佐藤正泰田中三郎
17才，男学生，出生地は神戸であるが6才の時台湾
に渡りp 今日迄台南に居住しp 今回治療の目的で来日
したものでP 約6年前から誘因と思われるものなく歩
行時左膝関節部に疹痛を来し，般行する様になった．
手術的に左腸腔靭帯の附着部に近い部よりp 長さ 1.2
cm，幅2.0mmの Sparganummansoni 3条を得た
が，感染経路を正確に究明することは不可能であっ
7こ
